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 (1) 放課後子ども総合プラン（背景） 

  (2) 放課後児童対策パッケージについて 

  (3) 計画の位置づけについて  

 

６ 報告事項 

 (1) 放課後子ども教室とこどもルームの現状について 

(2) アフタースクール事業の概要と進捗状況について 

 

７ 協議事項 
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１ これまでの振り返りと計画の位置づけ 

(１) 放課後こども総合プラン（背景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              社会状況 

少子高齢化 
持続的な 

経済成長 

女性が 

働ける社会 

保育環境 

の整備 

安全・安心な放

課後の居場所 
＋ 

・共働き家庭等の「小１の壁」の打破 

・次代を担う人材の育成 

 

放課後子ども総合プラン策定（文科省・厚労省） 

【計画期間】  平成 31 年度末まで 

【趣旨・目的】 

  共働き家庭等の「小１の壁」打破及び次代を担う人材の育成 

【目標】  ・放課後児童クラブ約 30 万人分整備し 122 万人へ 

      ・１万か所以上を放課後子ども教室と一体型で実施 

【市町村の体制】  行動計画作成 運営委員会設置 

＜目標＞ 

放課後子ども教室と放課後児童クラブ 41 校で一体型を目指す。 

柏市放課後子ども総合プラン策定 

新・放課後子ども総合プラン策定（文科省・厚労省） 

【計画期間】 令和 5 年度末まで（5 年間） 

【趣旨・目的】 ニッポン一億総活躍プラン（閣議決定）による

      目標前倒し・一体型加速化 

【目標】 ・放課後児童クラブ約 30 万人分追加整備し 152 万人へ 

     ・１万か所以上を放課後子ども教室と一体型で実施 

【市町村の体制】  行動計画作成 運営委員会設置 

平
成
26
・
7 

平

成 

30 

・ 

9 

<目標> 放課後児童クラブ：年度ごとの整備目標を設定 

    放課後子ども教室：42 校実施後の利用者数目標を設定 

    一体型促進のための具体的方策として情報共有 

新・柏市放課後子ども総合プラン策定 

令和７年 

３月３１日 

まで 

平

成 

31 

・ 

3 

平
成
27
・
3 

目標１年前倒し 
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１(２) 放課後児童対策パッケージについて 

  

  「新・放課後子ども総合プラン」は令和５年度末までのプランであった

が，結果として放課後児童クラブの受け皿は目標であった１５２万人分には

届かず，待機児童数は依然として１.６万人存在していた。 

  この状況は，すべての子どもが放課後を安全・安心に過ごし，多様な体

験・活動を行うことができる場所が不足していることを示しており，今後居

場所を拡充していくことが課題であった。 

  このため，文部科学省とこども家庭庁の両省庁では，放課後児童対策を一

層強化し，こどものウェルビーイングの向上と共働き・共育ての推進を図る

ため，集中的に取り組むべき対策として，令和５～６年度に取り組む内容と

して「放課後児童対策パッケージ 2024」をまとめた。 

  その後，令和６年１２月に前述のパッケージの後継として令和６～７年度

に取り組む内容として「放課後児童対策パッケージ 2025」が新たに発出さ

れた。 
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１(３) 計画の位置づけについて 

 令和６年度末までは次世代育成支援対策推進法及び国が示した「新・放課

後子ども総合プラン」に基づき「新・柏市放課後子ども総合プラン」を策定し

行動計画として位置付けていた。 

「新・放課後子ども総合プラン」については令和６年３月をもって計画期間

を満了しているが，「新・柏市放課後子ども総合プラン」については計画期間

を１年間延長したため，令和７年３月で計画期間満了となっている。 

 ついては，「新・柏市放課後子ども総合プラン」とも整合性が図られていた

という点を踏まえ，子ども・子育て支援法第６１条に基づいて，市町村子ど

も・子育て支援事業計画として位置付けられている「第三期柏市子ども・子育

て支援事業計画」の内容を再度見直し，アフタースクール事業に関する内容も

組み込むことで，今後の行動計画として位置付けていきたい。 
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２ 報告事項 

(１) ステップアップ学習会の実施状況について 

地域のボランティアが中心となり小学校の放課後に空き教室を活用し，学習

意欲の向上や学習習慣の定着を目的として学習会を実施した。 

令和７年５月現在

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 登録割合 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
登録割合
（見込）

参加者
増減

特記事項

1 柏第一小 30 30 31% 24 24 26% △ 6 理科

2 柏第二小 25 25 46% 30 30 38% 5

3 柏第三小 55 55 30% 47 47 27% △ 8 理科

4 柏第四小 31 35 9 75
2年：28％
3年：33％
4年：8％

34 32 66
2年：35％
3年：29％

△ 9 理科

5 柏第五小 58 72 130
2年：43％
3年：45％

63 46 109
2年：43％
3年：33％

△ 21

6 柏第六小 29 33 62
2年：39％
3年：38％

31 19 50
2年：31％
3年：25％

△ 12

7 光ヶ丘小 8 8 6% 12 5 17
5年：7％
6年：4％

9

8 土  　小 40 33 24 17 114

1年：53％
2年：51％
3年：29％
4年：27％

40 31 22 13 106

1年：63％
2年：38％
3年：32％
4年：15％

△ 8 理科，体験型

9 富勢小 30 47 37 114
1年：41％
2年：48％
3年：32％

36 28 41 105
1年：39％
2年：39％
3年：40％

△ 9 理科，体験型

10 田中小 117 117 68% 104 104 58% △ 13

11 田中北小 82 82 37% 82

12 土南部小 23 23 35% 27 27 35% 4

13 柏第七小 75 70 145
2年：56％
3年：42％

49 58 107
2年：31％
3年：41％

△ 38 夏休み

14 柏第八小 24 24 31% 29 29 36% 5

15 酒井根小 26 26 27% 25 25 26% △ 1

16 西原小 51 51 47% 22 22 21% △ 29

17 旭小 44 44 44% 43 43 54% △ 1 理科

18 藤心小 18 17 35
2年：40％
3年：53％

19 6 25
2年：58％
3年：14％

△ 10

19 中原小 30 30 30% 35 35 36% 5

20 酒井根西小 15 24 39
2年：72％
3年：40％

15 8 14 37
1年：35％
2年：20％
3年：50％

△ 2

21 高田小 33 33 43% 40 40 47% 7 理科，図書

22
名戸ヶ谷

小
31 31 52% 19 19 27% △ 12

23 増尾西小 37 32 69
2年：37％
3年：30％

34 30 64
2年：42％
4年：27％

△ 5

24 逆井小 24 31 55
2年：59％
3年：62％

16 22 38
2年：42％
3年：54％

△ 17

25 富勢東小 10 5 5 20
1年：83％
2年：31％
3年：21％

10 5 2 17
1年：59％
2年：42％
3年：12％

△ 3 理科

26 豊　　小 28 42 70
1年：38％
2年：53％

38 28 66
2年：42％
3年：35％

△ 4 理科

27 酒井根東小 28 28 49% 27 27 44% △ 1 体験型

28 旭東小 41 41 79% 29 29 71% △ 12

29 松葉一小 45 45 44% 22 22 21% △ 23

30 花野井小 28 31 59
2年：55％
3年：55％

21 24 45
2年：42％
3年：40％

△ 14 理科

31 松葉二小 30 30 28% 13 13 16% △ 17 理科

32 富勢西小 23 7 30
2年：61％
3年：38％

14 24 38
2年：61％
3年：63％

8

33 十余二小 35 35 38% 12 12 15% △ 23

34 風早南小 26 26 60% 27 27 69% 1

35 風北小 39 39 35% 9 9 10% △ 30

36 手賀西小 18 18 86% 12 12 92% △ 6 理科

37 手賀東小 9 9 1 19
3年：69％
4年：60％
6年：14％

0

38 高柳小 34 34 32% 0 居場所

39 大津一小 14 17 31
2年：36％
3年：31％

16 16 32
3年：38％
4年：29％

1 理科

40 大津二小 23 23 46
2年：42％
3年：50％

7 17 24
2年：13％
3年：30％

△ 22

41 高柳西小 17 21 38
2年：47％
3年：64％

19 15 34
2年：49％
3年：38％

△ 4

42 柏の葉小 70 70 140
3年：31％
4年：30％

夏休みのみ
実施

197 760 943 35 0 9 1,944 42% 205 645 802 129 12 5 1,798 34% △ 146

令和６年度 令和７年度

合計

学校
No.

学校名
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２(２) 体験型放課後子ども教室の実施状況について 

 平日の放課後・夏休みに子ども同士や地域の交流，多様な体験を目的とし

た体験教室を学校内で実施した。 

 また，講師は地域人材を活用し，内容は運動系，文化芸術系などを取り入

れ，多くの子どもが参加できる機会を提供した。 

 

令和７年度平日・夏休み体験型教室実施実績    令和７年１０月１日時点 

富勢小学校（平日・夏） 土小学校（平日・夏） 酒井根東小学校（夏のみ） 

日 人 内容 日 人 内容 日 人 内容 

6/26 

9/25 

9 

5 

ねぶた囃子 6/16 2 スナッグゴルフ 7/22 

7/23 

7/24 

3 

2 

3 

調べる学習教室 

7/10 17 レクリエーシ

ョン 

6/16 

9/4 

2 

8 

ボッチャ 7/22 

7/23 

5 

12 

算数教室 

7/23 

7/24 

7/28 

8/25 

8/26 

6 

6 

5 

4 

5 

調べる 

チャレンジ 

6/16 

9/4 

6 

7 

卓球 7/24 

7/25 

10 

12 

おもしろ英語教室 

7/23 

7/24 

7/25 

21 

22 

22 

算数 

チャレンジ 

7/22 

7/23 

7/24 

7 

7 

7 

調べる学習チャ

レンジ教室 

7/22 

7/23 

7/24 

20 

17 

13 

おもしろ実験教室 

7/23 

7/24 

7/28 

8/25 

8/26 

8/27 

6 

6 

4 

6 

5 

6 

自由研究 

チャレンジ 

7/22 

7/23 

7/24 

 

5 

4 

4 

自由研究チャレ

ンジ教室 

7/22 

7/24 

9 

26 

おもしろガラスタイル工作

教室 

7/29 

7/30 

7/31 

94 

86 

95 

ごみのゆくえ

を追え 

チャレンジ 

7/22 

7/23 

21 

30 

算数面白 

チャレンジ教室 

7/24 

7/25 

11 

9 

おもしろゼンタングル教室 

   7/22 2 座禅に 

チャレンジ教室 

7/22 30 おもしろアクアリウム教室 

   7/24 5 ユーモア 

川柳教室 

7/23 20 おもしろランタン作り教室 

   7/22 11 竹細工 

チャレンジ教室 

7/23 

7/25 

7 

19 

おもしろ墨流し教室 

   7/23 

7/24 

3 

9 

増尾音頭＆柏お

どりを踊ろう教

室 

7/24 

7/25 

9 

18 

おもしろ紙飛行機教室 

      7/22 

7/24 

7 

10 

おもしろウクレレ教室 

      7/23 

7/24 

10 

3 

おもしろフラダンス教室 

      7/25 18 おもしろレクダンス教室 
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２(３) 居場所型放課後子ども教室の実施状況について 

１ 概要 

 子どもたちに安心安全な場所を提供し，子どもが主体的に遊びや体験

活動等を行うことで，健全な成長を目指すことを目的としている。実施

場所は小学校の空き教室や体育館を中心としている。 

ア 利用対象 

１～６年生の全児童 

イ 実施校 

  柏市立高柳小学校 

ウ 開設日時 

授業のある平日のみ 

放課後からパンザマストまたは 16 時 40 分までのいずれか早い時間 

エ 運営スタッフ（１日あたり） 

放課後子ども教室コーディネーター １名 

地域の有償ボランティア ３～４名 

オ 利用料金 

無料 

カ 体験プログラム 

毎週木曜日に実施 

２ 児童の参加状況 

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

在学児童数(５月時点) 104 名 112 名 121 名 111 名 113 名 99 名 660 名 

登録児童数(５月時点) 42 名 61 名 60 名 56 名 29 名 21 名 269 名 

延べ参加児童数 

(4/11 から 9/30 まで) 
956 名 1,323 名 492 名 215 名 20 名 4 名 3,010 名 

  ※１年生は５月１９日から参加開始 

３ 体験プログラムの実施状況 

5/1 紙ひこうき大会 6/5 紙ひこうき大会 9/4 防災安全教室 

5/8 ねぶた囃子 6/12 バスケットボール教室 9/11 工作教室 

5/15 ワークショップ 6/26 バスケットボール教室 9/25 工作教室 

5/22 あそびの博士になろう 7/10 かるた教室   

5/29 あそびの博士になろう 7/17 かるた教室   
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２(４) こどもルームの状況について 

 １ こどもルーム開設数 

   全４２小学校区において，４３ルームを開設 

 ２ 対象児童・入所児童数 

   対象：保護者が共働きなどで、昼間帰宅しても保育する人がいない児童 

  こどもルーム入所児童数の推移（各年５月１日時点） 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

入所児童数 3,775 人 3,879 人 4,234 人 4,543 人 4,843 人 

全児童数 22,015 人 22,018 人 21,951 人 22,125 人 22,152 人 

入所率 17.1% 17.6% 19.3% 20.5% 21.9% 

待機児童数 22 人 40 人 40 人 131 人 147 人 

３ 開所時間 

開所時間 休所日 

平日 １３：３０～１９：００ 日曜日，祝日 及び年

末 年 始 ( １ ２ 月 ２ ９ 日

～１月３日) 

土曜日  ８：００～１８：３０ 

夏休み等の長期休業期間中の平日  ８：００～１９：００ 

   ※ 長期休業期間中は，早朝時間外保育（７：００～７：５９）あり 

 ４ 保育料 

   月額１０，０００円（８月のみ１５，０００円） 

   ※２人以上が入所している世帯は２人目以降の半額 

５ 施設整備（保育室の増設や改修） 

区分 対象 改修内容 

新規建設する 

こどもルーム 

光ケ丘小こどもルーム 

第三・第四保育室 

木造２階建て 延べ面積３１３．８４㎡ 

各保育室４０人（計８０人定員） 

６ 指導員の採用状況（各年５月１日時点：人） 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

支援員 １３６ １３８ １３２ １３１ １３８ 

補助員 １８３ １８２ １８７ １６６ １７６ 

サポート指導員 ６７ ７４ ８１ １１０ １１３ 

合計 ３８６ ３９４ ４００ ４０７ ４２７ 
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２(５) アフタースクール事業の概要と進捗状況について 

ア 目的 

小学校において、放課後等に多種多様な体験活動や生活の場を提供する

ことで、希望する全ての児童が安全で安心して自分らしく過ごすことが

できる放課後等の居場所の充実を図り、児童の健全な育成を支援するこ

と。 

 

イ 内容 

こどもルームや学校の空き教室，体育館等を活用し，全ての学年の児童

が自らの興味や関心に応じて過ごし方を自由に選択できるとともに，従

来のこどもルームのように保護者が就労要件等を満たす場合は１９時ま

で預かり利用の制度を設けている。 

※イメージ図 

 

 

ウ 事業開始時期 

 令和８年４月１日 

 

エ アフタースクール事業実施校及び運営事業者 

市内２０校を２ブロックに分け，２者に運営業務を委託するために 

プロポーザル方式により選定した。 

※残り２２校については令和９年度の実施を目指し現在調整中 
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株式会社明日葉 

契約金額：1,780,484,758 円（３年間分） 

田中小 田中北小 松葉第一小 松葉第二小 

富勢小 旭小 柏第四小 柏第五小 

 

シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 

契約金額：1,760,333,520 円（３年間分） 

名戸ケ谷小 柏第八小 柏第三小 大津ケ丘第一小 

高柳小 高柳西小 光ケ丘小 豊小 

酒井根小 土小 土南部小 酒井根東小 

 

オ 対象児童 

  １～６年生までのすべての児童 

 

カ 利用形態 

３つの利用プランを設けており，それぞのプランについては表のとおり 

 Ａプラン Ｂプラン Ｃプラン 

利用可能日 

・長期休業期間中を

含む平日のみ 

・平日 

・土曜日 

・振替休日 

・平日 

・土曜日 

・振替休日 

利用可能 

時間 

・学校がある平日：放課後～17 時 

・長期休業期間中の平日：8 時～17 時 

・学校がある平日： 

 放課後～19 時 

・長期休業期間中の 

平日:8 時～19 時 

・土曜日・振替日: 

 8 時～19 時 

 

 

・土曜日・振替日： 

 8 時～17 時 

基本 

利用料 

月額 4,000 円 

（8 月のみ 9,000 円） 

月額 8,000 円 

（8 月のみ 13,000 円） 

別途おやつ代 

月額 2,000 円 
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 Ａプラン Ｂプラン Ｃプラン 

早朝保育の 

利用 

（長期休業

期間のみ） 

不可 可 

利用要件 なし あり あり 

おやつの 

提供 
なし なし あり 

 

キ １日の過ごし方のモデル 
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ク 体験プログラムの提供 

  

地域講師・ボランティア・企業・団体と連携を図り、放課後子ども教室（ス

テップアップ学習会等）の要素も含んだ、体験プログラムや継続的な学習プ

ログラムを提供します。 

 

ケ 進捗状況について 

６月２５日 柏市アフタースクール条例 議決 

７月１０日 受託事業者の公募開始 

８月２７日 プレゼンテーション審査実施 

（プロポーザル方式による選定） 

９月 １日 プロポーザル方式選定結果通知 

１０月 ３日 受託事業者と契約締結 

１０月１４日 
～ 

１０月２０日 

会社説明会（こどもルーム指導員）実施 

１０月２１日～ 個別面談（こどもルーム指導員）実施 
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３ 協議事項 

令和８年度以降の本委員会の在り方について 

１ 現状 

平成２６年に放課後子ども総合プラン計画が文部科学省及び厚生労働省

によって策定されて以来，その目標は放課後児童クラブにおける児童の受

け皿の確保の拡大であった。柏市の行動計画においても同様の目標を設定

し，その目標達成に向けた議題を多角的な観点から協議する場として本委

員会が設置された。しかし，近年の国の打ち出す指針ではより一層の待機

児童対策や多様な居場所づくりの推進に重点を置いている傾向がある。 

 

２ 今後求められるもの 

柏市においてもそれらの国の指針を鑑み，方策の一つとして民間事業者

によって放課後児童クラブ（こどもルーム）と放課後子ども教室を一体的

に運用するアフタースクール事業の実施を進めているところである。 

アフタースクール事業は令和８年度から市内２０校において実施される

が，残り２２校についても令和９年度の実施を目指し準備を進めていると

ころであり，最終的には市内全４２校において本事業を展開することを目

標としている。また，本事業は初の民間事業者による運営であるため次の

点を目的とした評価を行う必要があると考える。 

①待機児童をなくすための効率的な運営がなされているか 

②サービスの質の向上がなされているか 

③地域との連携が図られているか 

本委員会をこれらの評価・検討を行う懇談会に移行するために，令和７

年度末をもって廃止としたい。また，令和８年度から前述の懇談会の設置

に向けて評価・検証項目の設定に向けて準備を進めていきたい。 

 

３ 評価項目及び評価基準について 

別紙１は現在柏市において指定管理者による管理運営状況の確認及び評価

する際に使用されているものである。また，別紙２は過日実施したプロポ

ーザル方式選定の際に使用した採点表である。これらの別紙を基に評価項

目及び評価基準を定め，次回の委員会にて委員の皆様方に提案したい。 


